
明とメラトニン投与が,テストステロンの日周変

動や精巣の微細形態に与える効果について,若干

の検討を行った｡その結果,(1)明暗各12時間の条

件下で飼育した後に常時照明に切り替えると,チ

ス トステロンの暗期に相当する分泌は消失する,

(2ル かし,ゴマ油に溶かしたメラトニンは150iLg

毎日皮下投与することにより.これは回復し.同

時に精巣内セル トリ細胞の脂胞煩粒が顕著に肥大

化した,(3)これらの変化は,再び明暗各12時間の

条件下で飼育すると,消失していく傾向が見られ

ること,などが明らかになった｡

盟長頬の血中ゴナドトロピンの測定方法の確立

吉田高志(国立予研 ･霊長類センター)

血中ホルモン濃度のnFj定には,通常,ラジオイ

ムノアッセイ(RIA)法が用いられている｡と

ころで.詔長類の血中ゴナドトロピンの測定につ

いては.それと交叉反応性を持つ抗体の入手が困

比であることから,RIA法の実施は,難しい｡

そこで.それにかわるべき測定法として,ラジオ

リセプターアッセイ(RRA)法の確立を試みた｡

リセブタ-として,黄体形成ホルモン(LH)

の班的細胞である,ラット精巣の間細胞(Leydig

αll)分画を用いた｡ 1251による揺訟用ホルモン

としては,高度に純化したヒト下垂体接晶(LE

R-960)を用い,ヒト由来培晶(LER-907)

に換TT.し.血中ホルモン濃度を表わした｡

カニクイザル(MacacafasciculaT･is)および

ニホンザル(M.I.fuscata)の下垂体を用いて標

準曲線を作成し,ヒト由来標品のそれと比較した

ところ,良好な平行性が観察された｡また,妊娠

3週齢のカニクイザルの血清 (多良の胎盤械毛性

生殖腺刺激ホルモン-LH活性を含む)を用いて

比較したところ,同様に,良好な平行性が確認さ

れた｡これらのことから,このRRA系で,マカ

カ属のサルの血中LH濃度の測定が可能であると

判断し,性周期を通じての血中LH濃度の変動に

ついて調査を行った｡

8頭のカニクイザルと,1頭のニホンザルで,

排卵に先立つ血中LHの増加 (Surge)が確認さ

れた｡この時の増加量は,それ以前の時期にくら

ペると,数倍から十数倍におよんだ｡

これらの結果は,今回確立したRRA系が,マ
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カカ屈サルの血中LHの測定に,有用であること

を示している｡今後,マカカ屑サルのみならず,

他の旧世界ザル,および.新世界ザル.原抜放等

を用いて,このRRA法の適用性について検討を

加えることが必要である｡

マカクにおける精子形成過程の季節的変動

- 特に精原細胞の様態について -

千桑敏郎(岐阜大 ･良)

アカゲザル,ニホンザルなどにおける絹子形成

機能の季節的変動に関しては.既にいくつかの報

告がなされている｡精細胞という観点からこの変

動の根本的要因を推察するならば,すべての捕細

胞の母細胞である稲原細胞,特に基幹A型ffft1原細

胞の分化 ･発達の機能が季節的に変動することに

よって,他のすべての精細胞数の増減が二次的に

ひき起こされる,と考えられる｡

上述の観点から,交尾期と非交尾壬抑こおけるニ

ホンザルについて,精原細胞の数をしらべてみた｡

材料および方法

2年間以上室内に飼育されている完熟ニホンザ

ルを用い,非交尾期 (7月 )と交尾親(1明 )に,

それぞれ5頭について精染バイオプシーまたは去

勢を行った｡得られた精巣組紙片はAllenの紋

(PFA-8)に固定した｡

組孤標本作製法としては,従来のパラフィン包

埋一蒔切標本の他に.分離柿細管のWhole一mount

捺本(精細管を一本ずつ精巣から分離し,固定･

水洗後直ちにヘマトキシリンin染色を行い,その

まま透徹 ･封入して鏡検する方法)をも併用した｡

またWhole-mount法の欠点(捺本が厚いこと｡

PAS染色ができないため,桔上皮CycleのStage

決定がやや困難なこと)を除くために, 分離 ･

固定した精細管を実体顕微鏡下で縦軸に沿って2

つに分断する方法(仮りにHalf-mount法と呼

ぶ )をも試みた｡

以上の方法によって得られたWhole-mount

およびHalL-mountのそれぞれの標本巾の細胞を

数えるためには,接眼鏡内に方眼ミクロメーター

を挿入し,その方眼中(錠顕倍率100倍で2,500

〃㌦ となる)に含まれる細胞を数える方法を用い

た｡以下,この方法によって得られた細胞数をl

Flame内の細胞数と呼ぶことにする｡


